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しむかっぷ議会広報

　
第
３
回
議
会
定
例
会
に
お
い
て
付

託
さ
れ
た
認
定
第
１
号
﹁
平
成
23
年

度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
決
算

に
つ
い
て
﹂
は
、
10
月
31
日
と
11
月

２
日
の
審
査
の
結
果
、
認
定
す
べ
き

も
の
と
第
５
回
議
会
定
例
会
で
工
藤

委
員
長
か
ら
報
告
さ
れ
、
本
会
議
に

お
い
て
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
監
査
委
員
よ
り
審
査
意
見

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
監
査
委
員
審
査
意
見
︵
抜
粋
︶

　
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
決
算

は
、
実
質
収
支
額
７
１
５
５
万
円
、

各
会
計
基
金
に
２
億
６
１
０
万
円
積

み
立
て
ら
れ
、
村
の
会
計
は
良
好
な

財
政
状
況
に
あ
る
。

　
さ
ら
に
財
政
状
況
を
分
析
し
、
未

収
対
策
︵
税
金
、
家
賃
等
︶
は
、
各

課
が
一
体
に
な
っ
て
収
納
体
制
の
強

化
を
図
ら
れ
た
い
。

　
今
後
の
村
政
執
行
に
あ
た
り
、
行

財
政
改
革
の
原
点
に
立
ち
戻
り
、
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
健
全
な
財

政
運
営
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
強
く
期

待
し
ま
す
。

決算特別委員会 【10月 31 日・11 月２日】
平成 23 年度　一般会計・特別会計の歳出決算総額は

28億8,337万円
（平成 22 年度比　一般会計 21.9％減　特別会計 10.4％増）

＊一般会計の減少した要因：22年度において地デジ工事費、山菜加工場損失補償金などの支出があったため。

【
一
般
会
計
】

問
　
23
年
度
か
ら
未
立
木
地
︵
木
の

生
え
て
な
い
山
︶
の
解
消
に
向
け
事

業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
そ
の
面
積

は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。

答
　
全
体
で
天
然
林
伐
採
跡
地
37

㌶
、
人
工
林
伐
採
跡
地
８
・
15
㌶
で

す
。

問
　
中
央
ス
キ
ー
場
に
向
か
っ
て
右

側
の
斜
面
で
、
山
肌
が
出
て
い
る
こ

と
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
も
気
に
掛
け

て
い
ま
す
。
植
林
の
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
　
再
来
年
ま
で
に
植
林
が
終
わ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
現
在
は
ネ
ク
ス

コ
の
所
有
な
の
で
、
引
き
続
き
要
請

し
て
い
き
ま
す
。

問
　
富
良
野
・
美
瑛
広
域
観
光
推
進

協
議
会
負
担
金
の
内
訳
は
。

答
　
富
良
野
市
３
５
０
万
円
、
美
瑛

町
２
１
０
万
円
、
他
町
村
︵
上
富
良

野
町
・
中
富
良
野
町
・
南
富
良
野

町
・
占
冠
村
︶
は
１
４
０
万
円
で

す
。

問
　
人
口
比
か
ら
考
え
る
と
占
冠
村

の
１
４
０
万
円
の
負
担
は
大
き
い
の

で
は
。

答
　
村
に
は
ト
マ
ム
リ
ゾ
ー
ト
が
あ

質
　
疑
（
11
月
２
日
）

り
、
海
外
向
け
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な

ど
負
担
金
以
上
の
効
果
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
　
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
２
０
１
１
事

業
は
、
現
代
ア
ー
ト
が
中
心
で
す

が
、
地
域
に
根
付
か
せ
る
よ
う
取
り

組
む
考
え
が
あ
り
ま
す
か
。

答
　
交
流
人
口
の
増
加
に
伴
う
経
済

効
果
と
、
観
光
振
興
で
き
る
よ
う
、

観
光
協
会
と
協
議
し
、
村
民
へ
の
情

報
提
供
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
　
23
年
度
の
有
害
駆
除
の
捕
獲
頭

数
は
熊
17
頭
、
鹿
４
５
１
頭
で
し
た

が
、
地
域
で
は
農
業
被
害
、
林
業
被

害
は
減
っ
て
い
な
い
と
も
聞
い
て
い

ま
す
の
で
、
予
算
を
増
額
で
き
ま
せ

ん
か
。

答
　
出
没
数
は
各
年
で
変
動
が
あ
る

の
で
、
予
算
は
数
年
の
平
均
数
を
計

上
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
歳
入
の
未
収
額
が
対
前
年
度
よ

り
増
え
た
理
由
は
。

答
　
ザ
・
タ
ワ
ー
、
ザ
・
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
ア
ル
フ
ァ
の
固
定
資
産
税
で
す
。

当
時
の
購
入
者
が
倒
産
、
破
産
さ
れ

た
件
数
が
増
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

問
　
住
宅
使
用
料
の
未
納
者
は
、
退

去
勧
告
を
含
め
厳
正
に
行
い
、
滞
納

解
消
を
図
る
よ
う
十
分
検
討
し
て
ほ

し
い
。

答
　
住
宅
使
用
料
は
、
全
額
納
め
ら

れ
な
い
方
に
は
分
納
の
方
法
を
取
っ

て
い
ま
す
。
根
本
的
に
悪
質
な
未
納

者
に
は
毅
然
と
し
た
態
度
で
進
め
ま

す
が
、
何
が
有
効
な
の
か
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

問
　
一
般
会
計
の
決
算
不
用
額(

５

４
９
２
万
円)

で
す
が
、
予
算
そ
の

平成23年度　各会計決算状況

会 計 別

一般会計

合　　計

歳 入 額 歳 出 額 差引金額

23億9,908万円

1億3,348万円

9,202万円

1億2,493万円

9,392万円

9,708万円

1,553万円

2,656万円

29億8,264万円

23億2,393万円

1億2,456万円

8,808万円

1億2,162万円

9,016万円

9,437万円

1,525万円

2,535万円

28億8,337万円

7,515万円

891万円

393万円

331万円

376万円

270万円

27万円

121万円

9,927万円

国民健康保険

村 立 診 療 所

簡 易 水 道

公 共 下 水 道

介 護 保 険

後 期 高 齢 者

歯 科 診 療 所

特
　
別
　
会
　
計

も
の
の
過
大
見
積
に
よ
る
も
の

か
、
事
業
の
縮
小
や
中
止
に
よ
る

も
の
か
、
ど
ち
ら
の
理
由
で
す

か
。

答
　
繰
越
金
の
当
初
予
算
は
２
千

万
円
計
上
し
て
い
ま
し
た
が
、
最

終
的
に
各
科
目
50
万
円
以
上
あ
る

場
合
、
減
額
補
正
し
て
い
る
の
で

不
用
額
が
出
て
き
ま
す
。

※各会計の金額は、万円未満切り捨てですので、合計と一致しません。
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施設名（道路 6.3km） 事業費
財  源  内  訳 一般財源のうち

辺地対策事業債の予定額特定財源 一般財源

森林管理道アリサラップ支線整備 ５億円 ５億7,500万円 １億2,500万円 １億2,500万円

しむかっぷ議会広報

＊
辺
地
対
策
事
業
債

　
充
当
率
１
０
０
％
、
元
利
償
還
金

の
80
％
が
交
付
税
で
算
入
さ
れ
る
。

問
　
ア
リ
サ
ラ
ッ
プ
林
道
を
新
設
す

る
必
要
性
は
。
ま
た
、
民
有
林
内
の

補
償
は
あ
る
の
か
。

答
　
村
有
林
の
施
業
に
あ
た
り
、
ア

リ
サ
ラ
ッ
プ
林
道
の
整
備
を
す
れ
ば

伐
採
木
な
ど
の
搬
出
が
効
率
的
に
で

き
ま
す
。
民
有
地
に
つ
い
て
は
所
有

者
の
承
諾
︵
無
償
︶
を
受
け
て
い
ま

す
。

　
交
通
通
信
体
系
の
整
備
、
情
報
化

及
び
地
域
間
交
流
を
図
る
た
め
に

﹁
北
海
道
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
事
業
﹂
を
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
に
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　
簡
易
水
道
給
水
区
域
︵
占
冠
・
中

央
・
中
ト
マ
ム
・
上
ト
マ
ム
・
双
珠

別
︶
を
統
合
し
、
事
業
を
進
め
る
た

め
に
、
条
例
の
修
正
を
行
う
も
の
で

す
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
国
保
会

　

第
５
回 

定 

例 

会

【
平
成
24
年
12
月
13
〜
14
日
】

辺
地
総
合
整
備
計
画
を

　
　
　
　
　
　
　
　

策
定

水
道
設
置
条
例
の

　
　
　
　
　

一
部
改
正

補 

正 

予 

算

過
疎
地
域
自
立
促
進

市
町
村
計
画
の
一
部
変
更

質
　
疑

計
へ
の
繰
出
金
が
主
で
、
４
特
別
会

計
補
正
予
算
と
合
わ
せ
て
、
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

【
一
般
会
計
】

問
　
除
雪
車
の
修
繕
料
１
５
０
万
円

を
計
上
し
て
い
る
が
、
安
全
基
準
に

基
づ
い
た
点
検
と
委
託
業
務
内
容
の

指
導
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
除
雪
車
の
使
用
年
数
が
長
い
こ

と
も
あ
り
修
理
費
が
掛
か
り
ま
す
。

　
直
営
部
分
を
昨
年
か
ら
全
面
委
託

し
て
い
る
が
、
契
約
時
に
安
全
点
検

の
履
行
と
運
行
上
に
お
け
る
工
作
物

の
損
傷
な
ど
に
注
意
す
る
よ
う
指
示

し
て
い
ま
す
。

問
　
職
員
研
修
委
託
料
19
万
円
の
研

修
内
容
は
。

答
　
全
職
員
に
対
し
て
接
遇
研
修
を

行
う
た
め
の
講
師
費
用
で
す
。

【
国
保
会
計
】

問
　
前
期
高
齢
者
交
付
金
３
２
０
０

万
円
を
減
額
し
た
理
由
は
。

答
　
当
初
予
算
で
前
年
度
と
同
額

︵
３
２
０
０
万
円
︶
を
計
上
し
た
こ

と
が
、
全
額
減
額
し
た
要
因
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
後
予
算
の
見
積
り
に
あ
た
っ
て

は
十
分
精
査
し
、
実
態
に
近
い
予
算

計
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
森
林
管
理
道
ア
リ
サ
ラ
ッ
プ
支
線

整
備
に
あ
た
り
、
財
政
上
有
利
な
辺

地
対
策
事
業
債
︵
＊
︶
を
借
入
れ
る

た
め
、
辺
地
総
合
整
備
計
画
を
策
定

す
る
も
の
で
す
。

●森林管理道（アリサラップ支線）事業に５億円
辺地総合整備計画を策定し平成25年度からおおむね７年間で路網整備

　この事業は、北海道が事業主体になり、道補助（特定財源）を除いた 1億 2,500 万円が村の負担とな
ります。（下記の表、参照）

　
平
成
24
年
第
５
回
議
会
定
例
会
は
、

12
月
13
・
14
日
の
２
日
間
、
開
催
さ

れ
、
条
例
等
３
件
・
補
正
予
算
な
ど
の

審
議
が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。
ま
た
一
般
質
問
で
は
６
議
員

が
、
活
発
な
論
議
を
交
わ
し
ま
し
た
。

 

　
　
　 (
傍
聴
13
日 

38
人
　
14
日
０
人)

国道237号線

双珠別

双珠別川

双民館

起点  安田の沢川付近

至 占冠村

至 日高町

日高峠
日高峠

L＝6,300m　W＝3.0m
利用区域面積：253ha

森林管理道アリサラップ支線

終点  日高峠の駐車場



一般会計（第５号） 　   　400万円増
  総額25億5,690万円⇒25億6,090万円

・衆議院議員選挙費　　　　　　　400万円増

国民健康保険（第２号）　 400万円増
  総額1億2,750万円⇒1億3,150万円

・後期高齢者支援金増など

村立診療所（第２号）   　 290万円増
  総額9,070万円⇒9,360万円

・社会保険診療報酬返還金増など

公共下水道（第２号） 　 　 10万円増
  総額9,560万円⇒9,570万円

・施設維持修繕など

介護保険（第２号）　　　 330万円増
  総額9,670万円⇒1億円

・施設介護サービス等給付費増など

一般会計（第６号） 　   　750万円増 
  総額25億6,090万円⇒25億6,840万円

・国保会計繰出金　　　　　　　1,780万円増
・介護保険会計繰出金　　　　　　180万円増
・保育団地間伐工事　　　　　　　300万円増
・自立支援医療費　　　　　　　　240万円増
・富良野広域連合負担金他　　　　651万円増
・職員費　　　　　　　　　　 　  805万円減

平成24年度　補 正 予 算
〜 第５回定例会 〜

○生活保護基準の引き下げをしないことの意見書

　厚生労働省は、社会保障審議会生活保護基準部会を開いて、年内にも生活保護基準の引き下げを決め

ようとしています。引き下げは、生活保護者のくらしを大変にし、最低賃金や年金、就学援助などに大

きな影響を与えることから、生活保護基準の引き下げはしないことなどを要望しました。

村
長
の
行
政
報
告

村
長
の
行
政
報
告

―５―
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野
町
、
占
冠
村
の
首
長
と
正
副
議

長
で
意
見
交
換
を
行
い
、
国
道
２

３
７
号
の
現
道
を
利
用
し
た
地
域
高

規
格
道
路
と
し
て
、
来
年
以
降
に
要

望
し
ま
す
。

②
村
立
診
療
所
の
医
師
に
つ
い

て　
山
口
契
診
療
所
長
と
の
雇
用
契
約

を
１
年
間
︵
平
成
26
年
３
月
末
ま

で
︶
延
長
す
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し

た
。

③
道
の
駅
敷
地
内
の
私
有
地
に

つ
い
て

　
道
の
駅
敷
地
内
の
私
有
地
は
、
地

権
者
の
ご
好
意
に
よ
り
、
無
償
で
花

壇
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、

11
月
１
日
付
け
で
﹁
土
地
賃
貸
借
契

約
﹂
を
結
び
ま
し
た
。

　
今
後
土
地
購
入
に
向
け
て
、
話
し

合
い
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

④
村
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ

い
て

　
制
度
上
の
問
題
点
が
あ
る
と
し
て

事
業
を
再
検
討
し
て
い
ま
し
た
が
、

事
業
主
体
の
商
工
会
に
お
い
て
改
善

策
が
ま
と
ま
り
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
利
用
期
間
は
12
月
17
日
か
ら
２
月

17
日
ま
で
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
良
い
制
度
に

な
る
よ
う
商
工
会
と
連
携
し
て
い
き

ま
す
。

⑤
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
視

察
に
つ
い
て

　
10
月
下
旬
に
、
被
災
状
況
や
復
興

状
況
と
避
難
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

状
況
等
を
見
聞
す
る
目
的
で
、
被
災

地
の
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
仮
設
住
宅
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

１
年
半
が
経
過
し
不
満
や
ス
ト
レ
ス

が
蓄
積
し
て
い
る
状
態
で
、
引
き
こ

も
っ
て
出
た
が
ら
な
い
人
や
働
く
意

欲
を
な
く
し
て
い
る
人
が
増
え
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
が
難
し
い
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
駆
け
足
で
回
っ
て
き
ま
し
た
が
、

復
興
が
よ
う
や
く
始
ま
っ
た
地
域
、

始
ま
っ
て
い
な
い
地
域
が
あ
り
、
震

災
の
爪
痕
の
大
き
さ
、
人
々
の
心
の

ケ
ア
の
難
し
さ
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。

①
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
に

つ
い
て

　
地
域
高
規
格
道
路
旭
川
十
勝
道

路
は
占
冠
村
〜
旭
川
市
を
結
ぶ
一

般
国
道
で
す
。

　
現
在
、
整
備
区
間
と
し
て
富
良

野
市
〜
中
富
良
野
町
で
工
事
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
占
冠
村
〜
富
良

野
市
は
計
画
路
線
で
あ
り
、
調
査

区
間
指
定
に
向
け
、
国
・
道
に
要

望
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
富
良
野
市
、
南
富
良
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